
介護予防・日常生活支援総合事業

老人クラブの参画に向けて

２０１６年１０月２６日（水）

公益財団法人 全国老人クラブ連合会
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恋恋

いつまでも元気に暮らすために･･･

生活支援・介護予防

住まい

地域包括ケアシステムの姿

※ 地域包括ケアシステムは、おおむね３０
分以内に必要なサービスが提供される日
常生活圏域（具体的には中学校区）を単
位として想定

■在宅系サービス：
・訪問介護 ・訪問看護 ・通所介護
・小規模多機能型居宅介護
・短期入所生活介護
・福祉用具
・24時間対応の訪問サービス
・複合型サービス
（小規模多機能型居宅介護＋訪問看護）等

・自宅
・サービス付き高齢者向け住宅等

相談業務やサービスの
コーディネートを行います。

■施設・居住系サービス
・介護老人福祉施設
・介護老人保健施設
・認知症共同生活介護
・特定施設入所者生活介護

等

日常の医療：
・かかりつけ医、有床診療所
・地域の連携病院
・歯科医療、薬局

老人クラブ・自治会・ボランティア・NPO 等

・地域包括支援センター
・ケアマネジャー

通院・入院

出典：厚生労働省

病院：
急性期、回復期、慢性期

病気になったら･･･

医 療 介護が必要になったら･･･

介 護

■介護予防サービス

地域包括ケアシステムの構築について

○ 団塊の世代が７５歳以上となる２０２５年を目途に、重度な要介護状態となっても住み慣れた地域で自分らし
い暮らしを人生の最後まで続けることができるよう、医療・介護・予防・住まい・生活支援が包括的に確保される
体制（地域包括ケアシステム）の構築を実現。

○ 今後、認知症高齢者の増加が見込まれることから、認知症高齢者の地域での生活を支えるためにも、地域
包括ケアシステムの構築が重要。

○ 人口が横ばいで７５歳以上人口が急増する大都市部、７５歳以上人口の増加は緩やかだが人口は減少する
町村部等、高齢化の進展状況には大きな地域差。

○ 地域包括ケアシステムは、保険者である市町村や都道府県が、地域の自主性や主体性に基づき、地域の
特性に応じて作り上げていくことが必要。
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地域住民の参加地域住民の参加

高齢者の社会参加生活支援・介護予防サービス

生活支援の担い手
としての社会参加

○現役時代の能力を活かした活動
○興味関心がある活動
○新たにチャレンジする活動

・一般就労、起業
・趣味活動
・健康づくり活動、地域活動
・介護、福祉以外の
ボランティア活動 等

○ニーズに合った多様なサービス種別

○住民主体、NPO、民間企業等多様な
主体によるサービス提供

・地域サロンの開催
・見守り、安否確認
・外出支援
・買い物、調理、掃除などの家事支援
・介護者支援 等

バックアップ

バックアップ

都道府県等による後方支援体制の充実

市町村を核とした支援体制の充実・強化

○ 単身世帯等が増加し、支援を必要とする軽度の高齢者が増加する中、生活支援の必要性が増加。
ボランティア、ＮＰＯ、民間企業、協同組合等の多様な主体が生活支援・介護予防サービスを提供することが必要。

○ 高齢者の介護予防が求められているが、社会参加・社会的役割を持つことが生きがいや介護予防につながる。
○ 多様な生活支援・介護予防サービスが利用できるような地域づくりを市町村が支援することについて、制度的な位置づけの強
化を図る。具体的には、生活支援・介護予防サービスの充実に向けて、ボランティア等の生活支援の担い手の養成・発掘等の
地域資源の開発やそのネットワーク化などを行う「生活支援コーディネーター（地域支え合い推進員）」の配置などについて、介
護保険法の地域支援事業に位置づける。

生活支援・介護予防サービスの充実と高齢者の社会参加
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老人クラブの組織

• 地域を基盤とする高齢者の自主的な組織
• 会員 60歳以上

• 全国 クラブ数 １０万５５００クラブ

会員数 ６０６万１７００人

• 各段階で老人クラブ連合会を構成
①（地区） ②市区町村 ③都道府県・指定都市
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単位老人クラブの平均的な姿

• 会員数 ６７人 （女性６割、男性４割）

• 年齢 ７０代47％、８０代以上38％、60代15％

• 活動場所 町内会集会所や公民館など

• 財源 補助金23％、会費18％、町内会助成11％等

• 活動の連携 町内会80％、行政67％、社協65％
（平成２６年度老人クラブ実態調査）
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単位老人クラブの主な活動

平均１６項目、多彩な活動を実施
• 健康・・・健康・介護予防学習、グラウンド・ゴルフ
• 友愛・・・安否確認・声かけ、友愛訪問
• 奉仕・・・清掃、全国「社会奉仕の日」、募金協力
• 学習・趣味・親睦・・・新年会・忘年会、旅行、社会
見学、趣味サークル⇒さらに活動が分かれる

• 地域・・・地域行事参加、交通安全、防災、子ども
パトロール、消費者被害防止
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市町村老人クラブ連合会の組織

所属老人クラブ数 平均６３クラブ 会員数 平均３７００人

6.0%

12.3%

17.1%

21.5%

24.7%

18.4%

0.0% 20.0% 40.0%

10未満

10-20未満

20-30未満

30-50未満

50-100未満

100以上

1,000人

未満

19.3%

1,000～

2,000人

23.4%

2,000～

5,000人

31.0%

5,000人

以上

21.6%

無回答

4.7%
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市町村老連の事務局設置場所

独自事務所

8.2%

行政

39.9%

社協

43.4%

役員自宅

4.7%

その他

3.2%
無回答

0.6%
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市町村老連の活動 （複数回答）

1. スポーツ関連事業 ９０．２％

2. 交通安全等事故防止 ８４．２％

3. 芸能大会等趣味文化の発表 ７５．９％

4. 健康・介護関連研修会 ７４．１％

5. 「社会奉仕の日（清掃）」普及 ７１．８％

6. 世代間交流活動 ７０．９％

7. 消費者被害防止活動 ７０．２％

8. 地域見守りパトロール活動 ６４．２％

9. ウォーキング・体操の普及 ５８．５％

10.各種ボランティア活動 ５５．１％

11.サロン活動 ５１．３％

12.友愛活動関連研修会 ５０．９％
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老人クラブ活性化のために大切になる取り組み（複数回答）

39.9%

37.0%

21.2%

3.8%

57.6%

2.2%

25.6%

33.5%

20.3%

44.0%

2.2%

0.0% 40.0% 80.0%

健康づくり・介護予防活動の充実

高齢者相互の支えあい・友愛活動の充実

地域づくりに向けた取り組み

高齢消費者被害防止の取り組み

若手高齢者に向けた取り組み

高年高齢者に向けた取り組み

女性の参画・リーダー登用

老人クラブのＰＲ・広報

他組織・団体等との連携

会員以外の高齢者への呼びかけ

その他
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健康づくり・介護予防に関わるリーダー養成

【事例】

「健康寿命延伸リーダー養成講座」
とちぎ蔵の街（栃木市）シニアクラブ連合会

・７日間、９８名参加

・講座 ①医療の受け方 ②薬の使い方

③食生活 ④お口の健康

⑤認知症を知ろう ⑥運動（２回）
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講座閉校式にて修了証授与
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体操、ニュースポーツなどの運動

・ いきいきクラブ体操 ・ ウォーキング

・ 運動会 世代交流も ・ 室内ゲーム

・ 室内ゲーム
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高齢者の体力測定

• ６種目
①握力 ②長座体前屈

③上体起こし ④開眼片足立ち

⑤10ｍ障害歩行 ⑥６分間歩行

開眼片足立ち
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見守り・安否確認

• 訪問活動 ・情報を届ける

• 近隣会員が異変に気づく

雪の日こそ訪問
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集いの場「サロン」「カフェ」

• 老人クラブ主催のサロン、ふれあい喫茶・カフェ
• 社協主催サロンの協力
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生活支援活動

• お助け隊 ・ 買い物支援、外出支援

（生活の困りごと）

蛍光灯の交換
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【事例】
神戸市老連の生活支援ボランティア派遣事業
≪活動内容≫

１ 部屋の掃除

２ 日常生活用品の買い物

３ 病院・役所などへの用務代行

４ 話し相手

５ 施設などへの慰問

６ 電球取替など簡単な屋内作業

７ 庭木の整理など簡単な屋外作業
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老人クラブ会員によるボランティア

登録

• 「私が
出来ること」
を登録

•登録者
1２３７名

派遣

•区老連へ
派遣依頼

• ボランティア
決定、派遣

活動報告

•区老連へ
活動報告

•月毎に、市
老連へ報告

•活動内容と
活動者数、
利用者把握
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活動別ボランティア延べ人数 （平成２７年度）

活動内容 ボランティア延べ人数 （割合）

1 部屋の掃除 781名 4%
2 買い物 1675名 9%
3 病院など用務 611名 3%
4 話し相手 10029名 55%
5 施設慰問 1720名 9%
6 簡単な屋内仕事 1151名 6%
7 簡単な屋外仕事 2433名 13%
友愛事業合計 18400名
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１～３の活動（掃除、買い物、用務代行）
利用者４００名の状況

ひとり

暮らし

249名
62%

家族と

同居

151名
38%

世帯状況
60～70
歳5名

6%

71～75
歳31名

3%

76～
80歳

120名
17%

81～
85歳

141名
43%

86歳
以上

75名
31%

年 齢
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介護予防・日常生活支援総合事業
参画の可能性

• 介護予防活動
ほとんどの市町村老人クラブ連合会におい
て、健康づくり・介護予防活動を実施している。

• 日常生活支援事業
神戸市の事例のように、システムができれば

参加する人材（会員）はいる。

・ 老人クラブ会員による相互支援の量は大きい！
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